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プロリン投与が有意に抑制していた。動脈肥厚を抑制するp21 (cycline dependent k
inase inhibitor)は動脈肥厚進行時に発現低下するが、p21遺伝子発現量はコントロ
ール群に比しプロリン投与群で有意に増大していた。これらの結果から、プロリン投
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ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即日公表するこ
とに支障がある場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。  
要旨公開可能日：   年   月   日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 
 
